
 
 

資料１ 事業に関連する主な長期計画等（抜粋） 

名称及び策定時期 主な内容 

宮古市総合計画 

・後期基本計画（案）

【平成27年3月策定 

予定】 

第２編 部門別計画 

第１章 三陸沿岸地域の拠点都市としての基盤形成 

第６ 賑わいのある市街地の形成 

（現状） 

○道路、公園、交流拠点などの都市基盤施設の整備が立ち遅れているほか、

東日本大震災により、中心市街地地区周辺の公益的施設が甚大な被害を受け

ており、早期の復旧が必要です。また、震災復旧により、居住地区や商業施

設、公益的施設などの分布が変わり、人の流れも変わるなど、コミュニティ
※１機能や地域活力の維持・低下が懸念されます。 

○宮古駅の周辺においては、市街地の中心地区としての機能や広域交通の結

節機能の強化が期待されています。 

○市街地においては人口の減少が進んでおり、また、自家用自動車の普及や

大型小売店の郊外立地などにより空き店舗・空き地が増加しています。 

（課題） 

○被災した公益的施設を早期に復旧するとともに、津波をはじめとする大規

模な災害が発生しても、必要な都市機能が維持可能な防災・災害対応の拠点

となる施設の整備が必要です。 

○宮古駅周辺は交通、交流の拠点であり、市街地の中心地区でもあることか

ら、機能性、利便性、コミュニティ性の高い公益的施設及び基盤整備が必要

です。 

○市街地において便利で暮らしやすい住環境の整備とともに、安心して居住

できるよう防災機能の強化が必要です。 

○市街地における回遊性を向上させるような施設の整備や取組み、商業機能

の充実を図るなど、市街地に賑わいを創り出し、波及させるようなまちづく

りが必要です。 

○復興まちづくり計画における各種事業※２の市街地への影響や変化を検証

し、市民の意見を取り入れながらまちづくりを進めることが必要です。 

※１ コミュニティ 

住民相互の様々な分野（消費、生産、労働、教育、衛生・医療、遊び、

スポーツ、芸能、祭り等）において深く結びついている集まり（社会）、地

域共同体 

※２ 復興まちづくり計画における各種事業 

災害公営住宅整備事業、津波復興拠点整備事業、浸水対策事業、津波避

難路等整備事業 

（施策の方向） 

○中心市街地において、被災した公益的施設及び災害時等に必要な役割を担

う施設を一体的に整備することにより、宮古駅周辺を中心とした一帯の拠点

性、機能性、利便性を高めます。 

○復興まちづくり計画における各種事業の実施による影響や変化を検証し

ながら、引き続き市街地の環境整備を行います。 

【基本事業１】中心市街地の環境整備 

○ＪＲ及び三陸鉄道宮古駅南側に、防災拠点となる施設、被災した公益的施

設、地域活力を創出するための施設を一体的に整備することで、市民に親し

まれ、地域の主体性が発揮される中心市街地の拠点を整備します。 

（関連計画） 

①宮古市都市計画マスタープラン 

②宮古市東日本大震災地区復興まちづくり計画 

③宮古市公共交通ビジョン（H26-31） 
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宮古市新市建設計画 

（変更案） 

【平成16年11月策定】

【平成27年3月変更 

予定】 

第１章 序論 

１ 新市建設計画策定の方針 

（３）計画の期間 

 この計画における基本施策及び主要施策、公共施設の適正配置と整備及び

財政計画は、合併後、おおむね 15 年間（平成 17 年度から平成 31 年度）を

計画期間とします。 

第４章 新市の施策（分野別施策） 

（１）三陸沿岸地域の拠点都市としての基盤形成 

〔重点的な施策の体系〕市街地の整備 

〔主要な事業〕事業名 中心市街地拠点施設整備事業 

（８）新しいまちにふさわしい行財政運営の推進 

〔重点的な施策の体系〕行財政運営の効率化 

〔主要な事業〕事業名 庁舎建設基金積立 

（合併リーディング・プロジェクト、一体化先導プロジェクト） 

宮古市都市計画マスタ

ープラン 

【平成 15 年 3 月策定】

（平成 26 年 2 月 20 日宮古市議会建設常任委員会説明資料から抜粋） 

「宮古市都市計画マスタープラン」の見直しについて 

１．見直しの趣旨 

 都市計画マスタープランは、長期的な視点に立った都市の将来像を明確に

し、その実現に向けての大きな道筋を市民に明らかにするものであり、宮古

市では、平成 15 年 3 月に「宮古市都市計画マスタープラン」を策定し、「海

の幸 歴史と港で 夢あふれる わがみやこ」の実現に向けて、まちづくり

を推進してきたところです。 

 しかし、策定から 10 年以上が経過し、二度の市町村合併や東日本大震災

からの復興、防災意識の高まりを背景に、都市づくりの目指すべき方向性と

して大きな分岐点を迎えています。 

 特に復興事業においては、市庁舎移転を伴う「一団地の津波防災拠点市街

地形成施設」をはじめ、田老地区、鍬ヶ崎・光岸地地区の土地区画整理事業

など、都市計画を必要とする事業が進んでいるにも関わらず、都市計画マス

タープランにはその記載がないままとなっています。 

 このことから、これらの事業の進捗とともに、復興計画で位置付けられる

『発展期』を迎え、都市の将来像を明瞭に謳い、スムーズなまちづくりを行

うためにも都市計画マスタープランの見直しを始める必要があると考えま

す。 

２．計画の期間 

 計画の期間は、一般的な都市計画マスタープランの計画期間である 20 年

間として、概ね 10 年後に見直しを行います。 

３．計画の基本的な考え方 

 宮古市都市計画マスタープランは。市の全域におけるまちづくりの方向性

を検討した後、都市計画区域内における施策を示す内容とします。 

 また、上位計画である『宮古市総合計画』、『宮古都市計画区域マスタープ

ラン（岩手県決定）』及び復興に関する計画である『宮古市東日本大震災復興

計画』と整合を図ることを基本とします。 

４．策定スケジュール（省略） 

（宮古市企画課まとめ） 
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資料５ 施設利用需要調査報告書（防災・地域活力創出拠点施設） 

 
調査の概要及び結果 

 

１ 公民館利用者アンケート調査 

実施期間 平成 26年 9 月 19 日～平成 26 年 10 月 3日 

調査対象 

中央公民館、中央公民館分館、千徳公民館、山口公民館、青少年ホーム

を利用している団体・サークル  

計 151 団体（延べ数：１団体で複数施設の利用あり） 

回答数 129 団体（回答率：85.4％） 

調査内容と 

主な結果 

①利用室の広さの希望 

  １．現在の部屋より広い方がよい   16.3% 

  ２．現在の部屋の広さがよい     76.0% 

  ３．狭くてもよい           6.2% 

  ４．無回答・その他          1.5% 

②利用室の床の希望 

                 文化的活動  運動的活動 

  １．素足等で利用できるフロア  37.5%     60.5% 

  ２．土足利用できるフロア    18.8%      0.0% 

  ３．和室             6.3%           7.9% 

  ４．こだわらない        31.3%     26.3% 

  ５．無回答・その他        6.1%           5.3% 

③中心市街地に同様の施設ができた場合の利用見込みについて 

  １．利用してみたい         74.4% 

  ２．利用しないと思う         7.8% 

  ３．どちらともいえない・わからない 17.1% 

  ４．無回答・その他          0.7% 

④子ども一時預かりができた場合の活動中の利用見込みについて 

  １．利用してみたい         27.9% 

  ２．利用しないと思う        24.8% 

  ３．どちらともいえない・わからない 34.9% 

  ４．無回答・その他         12.4% 

⑤活動するうえでの希望・要望（多い順に掲載） 

  ・鏡面の設置/冷暖房の完備/グランドピアノの設置/コピー機の設 

   置/黒板かホワイトボードの設置   ほか 
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２ 音楽スタジオに関する聞き取り調査 

実施期間 平成 26年 10 月 8 日～平成 26 年 11 月 5日 

調査対象 
・市内の音楽スタジオ ３店舗 

・音楽関係者（バンド活動・吹奏楽） 10 代～40 代・８名  

調査内容と 

主な結果 

１．施設（市内店舗） 

        Ａ店      Ｂ店        Ｃ店 

①開館時間 12 時～24時    14 時～24 時    ～22 時 

②料金体制 1500 円/時間/1 室 800 円/2 時間/1 人 ライブ 2,500～ 

                         3,000 円 

③面積   40 ㎡       66 ㎡       50 ㎡ 

２．個人（新施設） 

①利用希望 

  １．利用してみたい       6 人/8 人 

  ２．どちらともいえない     1 人/8 人 

  ３．利用しないと思う      1 人/8 人 

（理由） 

１の場合：イベント前などに予約が取れない/学生は公共施設の方が入

りやすい/駐車場が整備され、機材の運搬が楽/駅に近く便利

２の場合：ピアノを担当しているので、機材がないと利用しない 

３の場合：学校内の練習場所で満足している。 

 

②希望する備品（音楽機材） 

  スピーカー、アンプ、マイク、マイクスタンド、ドラムなど 

③希望するレイアウト  

北上市さくらホールのルーム１(58 ㎡)、ルーム２(38 ㎡) 

レッドホット盛岡（20～30 ㎡） 

 

 

３ 調理スタジオに関する聞き取り調査 

実施期間 平成 26年 10 月 22 日、11 月 11 日 

調査対象 
市内公民館等の調理スタジオを利用しているサークルの代表者  

２団体 

調査内容と 

主な結果 

①活動実態 

  5 人～35 人、月 1回程度 

②交流施設の利用希望 

 どちらともいえない ２団体／２団体 

（理由） 

 ・活動頻度を増やす計画もなく、既存施設で不便が無い。 

 ・施設利用料が発生すると、参加者の負担となる。 
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③その他 

 ・手芸や生け花教室でも調理室を利用できる。 

 ・子どもを預けられる施設があれば、参加者の幅が広がる。 
 

 

４ 子育て支援機能に関する聞き取り調査 

実施期間 平成 26年 11 月 27 日、11 月 28 日 

調査対象 市職員男女（子育て中の者） 11 名  

調査内容と 

主な結果 

（内容） 

・子育て支援機能（諸室）の必要性について 

・現在の子育て環境（市内外の施設や公園など）について 

（結果） 

・駅周辺に子育て支援機能があることは、便利である。 

・必要不可欠ではないが、あれば非常に助かる。施設全体の賑わいを

生むことが期待できるのではないか。 

・利用するとしたら、ある程度の広さや機能が欲しい。また、屋外に

も広場などもあれば楽しい 

・諸室を設けた場合、すくすくランド等の利用者の取り合いが少なか

らず発生するが、相談機能などは、キャトル内に残すべきであり、

一定の利用者は、すくすくランドのような環境を好む可能性もある。

・その他、部屋の広さや形態（オープンスペースか個室か）、設備（ト

イレ、授乳室など）、利用のルールなどについて意見あり。 
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資料６ 市庁舎及び行政組織の配置 

■現在の配置状況 

建 築

年 度

延床面積

(㎡) 
配 置 部 署 

本 館 

（本庁舎） 
S47 5,705.30

総務企画部（総務課、企画課、復興推進課、財政課、 

契約検査課、税務課） 

市民生活部（総合窓口課、環境課、生活課） 

保健福祉部（福祉課、介護保険課） 

産業振興部（水産課） 

都市整備部（建設課、建築住宅課） 

危機管理監（危機管理課）※消防対策課は宮古消防署内 

会計管理者（会計課） 

議会事務局、選挙管理委員会事務局、監査委員事務局 

別館(本庁舎) S47 659.68 １階：車庫、２階：財政課運転技士詰所、職員休憩室等 

都市整備部 

第二事務所 
H25 398.47 都市整備部（都市計画課） 

分庁舎 S37 1,667.55
産業振興部（産業支援センター、商業観光課） 

教育委員会事務局（教育研究所ほか） 

田老庁舎 S46 2,451.00 田老総合事務所（地域振興課、住民生活課） 

新里庁舎 S55 2,243.00

産業振興部（農林課） 

新里総合事務所（地域振興課、住民生活課） 

教育委員会事務局 

（総務課、学校教育課、生涯学習課、文化課） 

農業委員会事務局 

川井庁舎 S48 1,415.90 川井総合事務所（地域振興課、住民生活課） 

宮古保健センタ

ー仮設庁舎 
H25 583.20 保健福祉部（健康課） 

上下水道部庁舎

水道庁舎 

管理本館 

水質検査 

センター 

 

S63 

S57 

H6 

709.00

934.57

504.60

上下水道部（生活排水課） 

上下水道部（公営企業）（経営課、施設課） 

 ■供用開始時の配置見込み（本庁舎） 

本庁舎 

総務企画部（総務課、企画課、復興推進課、財政課、契約検査課、税務課） 

市民生活部（総合窓口課、環境課、生活課） 

保健福祉部（福祉課、介護保険課、健康課） 

産業振興部（産業支援センター、商業観光課、農林課、水産課） 

都市整備部（建設課、都市計画課、建築住宅課） 

危機管理監（危機管理課）※消防対策課は宮古消防署内 

会計管理者（会計課） 

教育委員会事務局（総務課、学校教育課、生涯学習課、文化課） 

議会事務局、選挙管理委員会事務局、監査委員事務局、農業委員会事務局 

                 ※太字は、建設時に集約を想定する部署です。 

資料6-1



 
 

資料７ 駐車場整備に関する対応例 

 

対応策 メリット デメリット 

①公共交通機関

の利用促進と、

周辺駐車場の活

用 

・事業費を抑えられる。 

・公共交通機関の利用促進につな

がる。 

・敷地に余裕があれば、立体駐車

場を後から整備するなどの2次

的な対策が可能。 

・施設の低層化が可能。（圧迫感

が抑えられ、建設費も安価。）

・施設の利用者が多い日（行事や税申

告等が重なった場合など）に駐車区

画が不足する。 

・周辺の民間施設などに無断駐車する

ことが予測される。 

②立体駐車場の

整備 

・ピロティ構造に比べて安価に対

応が可能。 

・施設の低層化が可能。 

・構造物が増えるため、立体駐車場自

体の維持管理が必要。 

・立体駐車場の建設費がかかる。 

例：60台収容の駐車場を確保するため、

1 層 2 段の立体駐車場を整備した場

合の建設費 

 概算 1．65 億円増額 

③施設の高層化 ・狭い敷地を有効に活用できる。 ・利便性の低下 

・施設の建設費が上がる。 

・低層の建物に比べて、ランドマーク

性を演出できるが、圧迫感がやや大

きい。 

④ピロティ構造

の採用 

・洪水対策につながる 

・災害時に、物資集配・配送場所

として運用できる。 

 

・ピロティ構造にした棟が 1 層分、高

層となり、庁舎の窓口部門もしくは

交流棟のエントランス等を 1 階に配

置できない。 

・建設費が増える。（1 ㎡あたり、25 万

円/㎡程度と試算、建築面積を 2,000

㎡とすると、概算で 5億円増額） 
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料

8
　

駐
車

場
利

用
実

態
調

査
表

①
構

造
別

台
数

(
台

)
②

用
途

別
収

容
台

数
(
台

)
利

用
台

数
（

午
前

）
利

用
台

数
（

午
後

）
通

し
自

　
走

　
式

機
　

械
　

式
有

 
 
料

無
　

　
 
 
料

有
 
 
料

無
　

　
 
 
料

有
 
 
料

無
　

　
 
 
料

(
 
1
)

(
 
2
)

(
 
3
)

(
 
4
)

(
 
5
)

(
 
6
)

(
 
7
)

(
 
8
)
(
 
1
)

(
 
2
)

(
 
3
)

(
 
4
)

(
 
5
)

(
 
6
)

(
 
7
)

(
 
8
)
(
 
1
)

(
 
2
)

(
 
3
)

(
 
4
)

(
 
5
)

(
 
6
)

(
 
7
)

(
 
8
)
(
 
1
)

(
 
2
)

(
 
3
)
(
 
4
)

(
 
5
)

(
 
6
)

(
 
7
)

(
 
8
)

番
号

駐
 
車

 
場

 
名

 
称

平
地

簡
易

ビ
ル

駐
車

地
下

簡
易

ビ
ル

月
時

間
時

間
外

来
業

務
住

戸
荷

捌
そ

の
月

時
間

時
間

外
来

業
務

住
戸

荷
捌

そ
の

月
時

間
時
間

外
来

業
務

住
戸

荷
捌

そ
の

立
体

内
付

場
ビ

立
体

内
付

極
制

制
用

用
用

用
他

極
制

制
用

用
用

用
他

極
制

制
用

用
用

用
他

①
帯

ル
②

帯
制

一
般

外
来

制
一

般
外

来
制

一
般

外
来

用
用

用

1
キ
ャ

ト
ル

立
体

駐
車

場
9
4

9
4

5
1

6
0

2
キ
ャ

ト
ル

平
面

駐
車

場
2
0

2
0

2
0

2
0

3
宮
古

駅
前

駐
車

場
4
8

4
8

3
0

3
5

4
三
井

宮
古

駅
前

リ
パ

ー
ク

2
0

2
0

9
1
2

5
宮
古

駅
東

駐
車

場
6
0

6
0

3
7

4
3

6
生
内

有
料

駐
車

場
6
8

6
8

3
2

3
6

7
キ
ャ

ト
ル

北
駐

車
場

4
8

4
8

3
5

4
0

8
キ
ャ

ト
ル

駐
車

場
4
7

4
7

4
5

4
5

合
　

　
　

計
3
1
1

0
0

9
4

0
0

0
0

0
1
9
6

1
4
2

6
7

0
0

0
0

0
1
4
3

5
1

6
5

0
0

0
0

0
1
6
6

6
0

6
5

0
0

0
0

有
料

時
間

制
一

般
：

料
金

を
支

払
え

ば
誰

で
も

利
用

で
き

る
一

般
駐

車
場

で
料

金
シ

ス
テ

ム
が

表
示

し
て

あ
る

も
の

。

ﾊ
ﾟ
ｰ
ｷ

ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾀ

ﾜ
ｰ

有
料

時
間

制
外

来
：

デ
パ

ー
ト

や
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
セ

ン
タ

ー
等

の
利

用
者

で
、

料
金

シ
ス

テ
ム

が
表

示
し

て
あ

る
も

の
。

商
業

施
設

の
駐

車
場

や
パ

ー
キ

ン
グ

メ
ー

タ
ー

な
ど

「
\
2
,
0
0
0
以

上
お

買
い

上
げ

で
1
時

間
無

　
　

　
　

　
　

　
　

料
」

な
ど

も
あ

て
は

ま
る

。

調
査

日
：

平
成
2
6
年

1
0
月

2
9
日

（
水

）
委

託
調

査
先

：
㈱

千
代

田
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト
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駐
車

場
位

置
図
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6
8
0

8
8
0

1
3
1
0

2
1
5
0

内
　
鉄

道
側

施
設

1
9
0
（
支

障
移

転
、
既

存
駅

舎
改

造
）

1
9
0
（
支

障
移

転
、
既

存
駅

舎
改

造
）

4
9
0
（
仮

駅
舎

、
駅

舎
新

設
）

1
4
6
0
（
仮

駅
舎

、
駅

舎
新

設
)

内
　
都

市
側

施
設

4
0
0

6
0
0

7
3
0

6
0
0

連
絡

通
路

機
能

分

内
　
E
V
（
ラ
ッ
チ
外

）
9
0

9
0

9
0

9
0

土
木

・
建

築
路

面
は

屋
根

が
な
い
た
め

、
降

雪
時

の
対

応
等

が
必

要
と
な
る
。

○
屋

根
や

外
壁

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費

用
は

必
要

だ
が

、
降

雪
時

等
は

不
要

○
屋

根
や

外
壁

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費

用
は

必
要

だ
が

、
降

雪
時

等
は

不
要

○
屋

根
や

外
壁

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費

用
は

必
要

だ
が

、
降

雪
時

等
は

不
要

○

電
気

照
明

等
の

設
備

が
不

要
な
た
め
最

も
有

利
で
あ
る
。

○
照

明
等

の
設

備
が

必
要

と
な
る
た
め

、
電

気
代

等
が

発
生

△
照

明
等

の
設

備
が

必
要

と
な
る
た
め

、
電

気
代

等
が

発
生

△
照

明
等

の
設

備
が

必
要

と
な
る
た
め

、
電

気
代

等
が

発
生

△
都

市
側

施
設

荒
天

時
に
お
い
て
は

快
適

性
に
劣

る
。

△
風

雨
に
対

し
効

果
が

あ
り
、
快

適
性

・
利

便
性

と
も
に
有

効
で
あ
る
。

◎
風

雨
に
対

し
効

果
が

あ
り
、
快

適
性

・
利

便
性

と
も
に
有

効
で
あ

る
。

◎
風

雨
に
対

し
効

果
が

あ
り
、
快

適
性

・
利

便
性

と
も
に
有

効
で
あ

る
。

◎

現
状

通
り

○
現

状
通

り
○

す
べ

て
の

番
線

で
可

能
（
ラ
ッ
チ
内

E
V
設

置
が

条
件

）
◎

す
べ

て
の

番
線

で
可

能
（
ラ
ッ
チ
内

E
V
設

置
が

条
件

）
◎

現
状

通
り
。
1
番

線
は

良
い
が

、
2
，
3
番

線
は

遠
い
。

○
現

状
通

り
。
1
番

線
は

良
い
が

、
2
，
3
番

線
は

遠
い
。

○
現

状
よ
り
1
番

線
は

遠
く
な
る
が

、
2
，
3
番

線
は

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

さ
れ

る
。

○
現

状
よ
り
1
番

線
は

遠
く
な
る
が

、
2
，
3
番

線
は

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

さ
れ

る
。

○

一
旦

北
側

駅
前

広
場

を
迂

回
す
る
た
め

、
遠

回
り
に
な
る
。

○
一

旦
北

側
駅

前
広

場
を
迂

回
す
る
た
め

、
遠

回
り
に
な
る
。

○
従

前
よ
り
大

き
く
改

善
さ
れ

る
。

◎
従

前
よ
り
大

き
く
改

善
さ
れ

る
。

◎

駅
舎

と
連

絡
通

路
が

別
々

と
な
る
た
め

、
一

体
的

な
顔

に
は

な
ら

な
い

△
駅

舎
と
連

絡
通

路
が

別
々

と
な
る
た
め

、
一

体
的

な
顔

に
は

な
ら
な
い

△
駅

舎
と
連

絡
通

路
を
一

体
で
構

成
で
き
る
た
め

、
駅

の
顔

つ
く
り

が
可

能
と
な
る

◎
駅

舎
と
連

絡
通

路
を
一

体
で
構

成
で
き
る
た
め

、
駅

の
顔

つ
く
り

が
可

能
と
な
る

◎
J
R
の

意
向

を
反

映

駅
と
は

構
造

的
に
分

離
さ
れ

る
た
め
す
べ

て
市

管
理

と
な
る

○
駅

と
は

構
造

的
に
分

離
さ
れ

る
た
め
す
べ

て
市

管
理

と
な
る

○
通

路
部

⇒
市

管
理

、
ラ
ッ
チ
内

⇒
J
R
管

理
を
原

則
と
す
る
が

、
管

理
範

囲
の

明
確

化
が

必
要

△
通

路
部

⇒
市

管
理

、
ラ
ッ
チ
内

⇒
J
R
管

理
を
原

則
と
す
る
が

、
管

理
範

囲
の

明
確

化
が

必
要

△
市

長
の

意
向

を
反

映

○
○

△
△

◎
○

△

H
2
5
山

田
線

宮
古

駅
周

辺
整

備
基

本
計

画
調

査
成

果
よ
り

一
部

橋
上
化

全
部

橋
上

化

橋
上

駅
舎

複
合
案

総
合

評
価

（
案

）

イ メ ー ジ

イ ニ シ ャ ル

全
体

パ
ー
ス

平
面

図

鉄
道

と
の

ア
ク

セ
ス

ラ ン ニ ン グ

J
R
と
の

管
理

範
囲

快
適

性
と
利

便
性

コ
ス
ト

総
工

事
費

（
百

万
円

）

自
由

通
路

の
比

較
検

討
表

北
側

よ
り

南
側

よ
り

駅
の

顔
つ
く
り

駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

屋
根

な
し

屋
根

あ
り

単
独

通
路
案

備
　
　
　
　
考

×

資
料
10

資料10-1



自
由
通
路
整
備
イ
メ
ー
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整
備

計
画

区
域

の
浸

水
深

に
つ

い
て

 

 

 

最
低
地
盤
地

点
 

(
標
高

=
0
.
3)
 

標
高

3
.
8
～

4
.
0
m
 

 １
．

 浸
水

深
の

検
証

に
つ

い
て

 

中
心

市
街

地
の

多
く

は
1

0
0

年
に

1
度

程
度

の
大

雨
に

よ
る

洪
水

で
『

宮
古

市
総

合
防

災
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

』（
平

成
2

0
年

3
月

全
世

帯
配

布
）（

以
下

：
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

）
に

よ
る

と
2

ｍ
か

ら

5
ｍ

の
浸

水
が

想
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
整

備
計

画
区

域
に

お
い

て
、

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
で

想
定

さ
れ

て

い
る

浸
水

深
を

よ
り

具
体

的
に

検
証

す
る

た
め

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

ほ
か

市
内

に
甚

大
な

被
害

を
与

え
た

ア
イ

オ
ン

台
風

（
昭

和
2

3
年

9
月

）
の

被
害

状
況

を
ま

と
め

た
文

献
※
や

当
時

の
痕

跡
を

記
し

た
市

内
各

所
の

浸
水

標
識

か
ら

浸
水

深
を

算
定

し
ま

し
た

。
 

※
（

駒
井

雅
三

 
著

 
伸

び
ゆ

く
宮

古
－

ア
イ

オ
ン

台
風

か
ら

（
昭

和
4

1
年

刊
））

 

           

 

【
図

―
１

：
宮

古
市

総
合

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
（

土
砂

・
洪

水
編

）】
 

 
 

 

２
．

 検
証

の
方

法
と

手
順

 
 

①
 

整
備

計
画

区
域

の
浸

水
深

の
算

定
 

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
で

示
さ

れ
た

浸
水

の
深

さ
2

ｍ
か

ら
5

ｍ
の

範
囲

で
最

低
の

標
高

と
な

る
地

点

を
抽

出
し

、
そ

の
地

点
が

最
大

の
浸

水
深

さ
5

ｍ
に

な
る

と
仮

定
し

た
場

合
、

整
備

計
画

区
域

で
は

ど
の

程
度

の
浸

水
深

に
な

る
の

か
を

算
定

し
ま

す
。

 

②
 

ア
イ

オ
ン

台
風

時
の

浸
水

髙
か

ら
み

た
想

定
浸

水
深

の
妥

当
性

を
検

証
 

算
定

し
た

浸
水

深
に

つ
い

て
、

ア
イ

オ
ン

台
風

時
の

浸
水

深
の

痕
跡

等
か

ら
妥

当
性

に
つ

い
て

検

証
し

ま
す

。
 

 

 
 

３
．

 検
証

結
果

 

①
 

整
備

計
画

区
域

の
浸

水
深

の
算

定
 

・
洪

水
時

に
お

け
る

浸
水

標
高

＝
最

低
地

盤
地

点
に

お
け

る
標

高
（

T
P

=
0

.3
）

＋
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

に
お

け
る

最
大

浸
水

深
（

5
.0

m
）

＝
5

.3
ｍ

 

・
浸

水
標

高
5

.3
m

と
し

た
場

合
、

整
備

計
画

区
域

の
浸

水
深

は
1

.3
～

1
.5

m
と

な
り

ま
す

。
 

           

   

※
地

形
デ

ー
タ

は
、

震
災

復
興

計
画

基
本

図
（

迅
速

図
）

を
使

用
。

 

【
図

―
２

：
最

低
地

盤
地

点
の

標
高

】
 

 

    

  

【
図

―
３

：
洪

水
時

に
お

け
る

浸
水

深
（

断
面

図
）】

 

 

洪
水

浸
水

深
さ
 

整
備

計
画

区
域

 

整
備

計
画

区
域

 

資
料

 
1

1
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整
備

計
画

区
域

の
浸

水
深

に
つ

い
て

 

 

 

 

②
 

ア
イ

オ
ン

台
風

時
の

浸
水

髙
か

ら
み

た
想

定
浸

水
深

の
妥

当
性

を
検

証
 

１
）

ア
イ

オ
ン

台
風

時
に

お
け

る
浸

水
深

 

ア
イ

オ
ン

台
風

時
の

浸
水

図
を

現
況

図
に

重
ね

て
み

る
と

整
備

計
画

区
域

の
浸

水
深

は
、

概
ね

1
..5

m
前

後
と

な
り

ま
す

。
 

 

          

【
図

―
５

伸
び

ゆ
く

宮
古

よ
り

】
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【

図
―

６
現

況
図

と
の

重
ね

図
】

 

２
）

ア
イ

オ
ン

台
風

時
の

痕
跡

を
示

す
標

識
に

よ
る

浸
水

深
 

上
記

１
）

で
算

定
し

た
浸

水
深

図
（

伸
び

ゆ
く

宮
古

よ
り

）
と

現
況

図
の

重
ね

図
と

の
妥

当
性

を

当
時

の
浸

水
深

の
痕

跡
を

示
す

標
識

か
ら

検
証

し
概

ね
合

致
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

ま
し

た
。
 

 

浸
水

深
と

痕
跡

値
は

概
ね

合
致

し
て

い
ま

す
。

          

 

４
．

 ま
と

め
 

検
証

の
結

果
、

整
備

計
画

区
域

に
お

け
る

洪
水

時
の

浸
水

深
は

1
.5

ｍ
程

度
で

あ
る

と
想

定
し

ま
し

た
。

な
お

、
今

回
使

用
し

た
地

形
デ

ー
タ

は
、

震
災

後
に

計
測

し
た

も
の

で
あ

り
、

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ

作
成

当
時

の
デ

ー
タ

と
は

異
な

り
ま

す
。

 

 

                       

 

1
m
5
0
c
m 

【
参

考
資

料
：

ア
イ

オ
ン

台
風

浸
水

図
「

伸
び

ゆ
く

宮
古

」
よ

り
抜

粋
】

 

2
m
0
0
c
m 

1
m
5
0
c
m 

消
防

第
８

分
団

屯
所

前
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■
資

料
1
2
_水

害
対

策
比

較
検

討
表

　
一

般
に
①

②
③

出
入

口
で
の
止

水
対

策
、
④

⑤
フ
ロ
ア
レ
ベ
ル
の
嵩

上
げ
、
そ
の
他

ガ
ラ
ス
補

強
で
の
止

水
対

策
が
あ
る

検
討

項
目

①
防

水
シ
ャ
ッ
タ
ー

②
止

水
板

③
防

水
シ
ー
ト

④
地

盤
の
嵩

上
げ

⑤
建

物
基

礎
立

上
げ

⑥
1
階

外
壁

窓
範

囲
を

ガ
ラ
ス
補

強
す
る

（
F
IX
強

化
合

せ
ガ
ラ
ス
仕

様
）

主
要

設
置

場
所

出
入

口
（
設

置
対

象
幅

：
4
.0
m
）

（
１
棟

に
つ
き
３
ヶ
所

と
す
る
）

出
入

口
（
設

置
対

象
幅

：
4
.0
m
）

（
１
棟

に
つ
き
３
ヶ
所

と
す
る
）

出
入

口
（
設

置
対

象
幅

:4
.0
m
）

（
1
棟

に
つ
き
３
ヶ
所

と
す
る
）

建
築

面
積

範
囲

建
築

面
積

範
囲

外
壁

窓
範

囲

概
要

（
三

和
シ
ャ
ッ
タ
ー
工

業
：
使

用
時

の
イ

メ
ー
ジ
）

防
水

機
能

を
も
つ
パ
ネ
ル
式

シ
ャ
ッ

タ
ー
で
の
対

策

（
福

岡
市

博
多

区
役

所
）

支
柱

に
パ
ネ
ル
を
差

込
ん
で
簡

単
に
組

み
立

て
ら
れ

る
止

水
板

で
の
対

策

（
福

岡
市

営
地

下
鉄

天
神

駅
）

防
水

シ
ー
ト
を
浸

水
高

さ
ま
で

装
着

す
る
こ
と
で
の
対

策
地

盤
自

体
を
浸

水
高

さ
ま
で

嵩
上

げ
る
こ
と
で
の
対

策
基

礎
躯

体
を
浸

水
高

さ
ま
で

立
上

げ
る
こ
と
で
の
対

策

外
部

開
口

部
窓

の
硝

子
を
浸

水
高

さ
ま
で
強

度
検

討
し
厚

く
す
る
こ
と
で

の
対

策
（
1
0
㎜

+
1
0
㎜

）
等

設
置

可
能

範
囲

開
口

寸
法

Ｗ
１
．
５
～

５
．
０
ｍ
内

外
ｗ
２
．
０
ｍ
（
連

装
可

能
）

ｗ
２
．
５
ｍ

-
-

-

止
水

高
さ

２
．
０
ｍ
（
水

没
不

可
）

０
．
３
～

１
・
５
ｍ

１
．
５
ｍ

-
-

１
．
５
ｍ

設
置

時
間

の
目

安
1
人

で
約

２
分

（
電

動
）

1
～

２
人

で
５
～

１
０
分

（
手

動
）

1
人

で
５
～

１
０
分

（
手

動
）

-
-

-

長
所

・
浸

水
高

さ
２
ｍ
ま
で
対

応
可

能
で

あ
る

・
開

閉
速

度
3
.1
ｍ
/
分

と
電

動
な
の

で
設

置
の
手

間
が
要

ら
な
い

・
首

都
圏

地
下

鉄
上

屋
出

入
口

の
設

置
等

、
事

例
が
多

く
、
伝

統
的

な
対

策
で
あ
る
。

・
操

作
性

が
良

い
・
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
が
相

対
的

に
安

い

・
設

置
手

間
が
要

ら
な
い

・
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
が
最

も
安

い
・
設

置
手

間
が
要

ら
な
い

・
設

置
手

間
が
要

ら
な
い

短
所

・
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
は
最

も
高

い
・
設

置
に
人

数
が
必

要
で
あ
る

・
収

納
ス
ペ
ー
ス
が
必

要
で
あ
る

・
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
は
高

い

・
浸

水
深

1
.5
m
を
超

え
る
高

さ
に
は

対
応

で
き
な
い

・
隣

接
す
る
鉄

道
と
の
協

議
や
技

術
的

制
約

条
件

と
の
整

合
が
必

要
に

な
る

・
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
は
高

い
・
出

入
口

に
段

差
が
で
き
、
約

3
0
ｍ

の
ｽ
ﾛ
ｰﾌ

ﾟが
必

要
に
な
る

・
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
は
高

い

1
出

入
口

当
り
１
６
０
０
万

円
1
出

入
口

当
り
１
２
５
０
万

円
1
出

入
口

当
り
７
２
０
万

円
建

築
面

積
１
ｍ
３
当

り
０
．
５
万

円
基

礎
体

積
１
m
3
当

り
４
．
０
万

円
1
枚

当
り
９
０
万

円

Ｗ
2
.0
×

H
2
.5
（
2
枚

分
）

Ｗ
0
.4
×

H
1
.6
（
1
0
枚

分
）

Ｗ
2
.5
×

H
1
.5
（
2
枚

分
）

地
盤

嵩
上

げ
1
.5
m

基
礎

立
上

げ
G
L
+
1
.5
ｍ
（
梁

成
2
.5
m
）

Ｗ
2
.0
×

H
1
.5
(1
枚

分
）

対
策

費
（
浸

水
深

：
1
.5
m
）

約
９
６
０
０
万

円
約

７
５
０
０
万

円
約

４
３
０
０
万

円
約

２
３
０
０
万

円
約

６
６
０
０
万

円
約

７
２
０
０
万

円

※
対

策
費

は
（
概

算
）
は
、
次

の
設

定
を
目

安
に
算

出
す
る
。
①

建
築

面
積

は
　
約

３
，
０
０
０
㎡

　
②

出
入

口
　
６
ヶ
所

×
４
．
０
ｍ
　
③

建
物

周
長

　
　
約

３
２
０
ｍ
（
周

長
の
1
/
2
を
窓

範
囲

：
fi
x
窓

8
0
枚

分
）
　
④

基
礎

立
上

げ
躯

体
数

量
　
約

1
6
5
0
m
3

単
価

/
部

材
寸

法

盛
土

部

水
面

室
内強
化

ｶ
ﾞﾗ
ｽ
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① ② ③ ④ ⑤

新
施

設
の

供
用

開
始

に
よ

り
、

宮
古

高
校

前
の

交
差

点
で

ピ
ー

ク
時

に
6

7
～

1
1

1
台

／
時

の
増

加
が

み
ら

れ
、
そ

の
他

の
交

差
点

で
は

、
2

2
台

／
時

～
5

6
台

／
時

の
増

加
が

見
込

ま
れ

ま
す

。
な

お
、
現

況
交

通
量

に
は

現
本

庁
舎

利
用

交
通

量
も

含
ま

れ
て

い
ま

す
。

主
要

交
差

点
に

お
い

て
は

、
現

在
も

一
時

的
な

渋
滞

が
発

生
し

て
お

り
、
交

差
点

需
要

率
に

よ
る

評
価

と
異

な
る

点
が

あ
り

ま
す

が
、

交
差

点
需

要
率

は
ピ

ー
ク

の
1

時
間

で
評

価
し

て
お

り
、

渋
滞

の
発

生
時

間
帯

が
1

時
間

に
満

た
な

い
た

め
に

平
準

化
さ

れ
た

数
値

と
な

っ
て

い
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

平
常

利
用

時
の

新
施

設
へ

の
ア

ク
セ

ス
検

討
案

で
周

辺
の

交
差

点
に

大
き

く
影

響
す

る
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。
別

の
ル

ー
ト

を
設

け
て

比
較

し
て

み
る

と
、

現
計

画
案

に
対

し
て

若
干

の
改

善
は

み
ら

れ
ま

し
た

が
、

舘
合

踏
切

か
ら

新
施

設
に

至
る

ル
ー

ト
に

つ
い

て
は

、
そ

の
整

備
費

に
見

合
う

ほ
ど

の
効

果
は

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
ま

た
、

市
道

八
幡

沖
鉄

道
踏

切
に

つ
い

て
は

、
中

心
商

業
地

か
ら

ア
ク

セ
ス

が
比

較
的

容
易

な

こ
と

か
ら

そ
の

整
備

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
検

討
を

深
め

て
い

き
ま

す
。

拠
点

エ
リ

ア
の

交
通

量
推

計
に

よ
れ

ば
、

東
側

の
メ

イ
ン

ル
ー

ト
及

び
宮

古
高

校
前

交
差

点
で

の
交

通
処

理
に

お
い

て
十

分
に

対
応

可
能

な
数

値
と

言
え

ま
す

。
た

だ
し

、
災

害
時

に
お

け
る

緊
急

車
両

等
の

流
出

入

や
、
平

常
時

の
公

用
車

及
び

バ
ッ

ク
ヤ

ー
ド

へ
の

業
務

用
車

両
の

流
出

入
が

、
施

設
利

用
の

一
般

利
用

車
両

と
交

錯
し

な
い

よ
う

、
メ

イ
ン

ル
ー

ト
以

外
に

も
ア

ク
セ

ス
路

を
確

保
し

て
お

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

ま
た

、
災

害
時

に
活

用
で

き
る

可
能

性
が

あ
る

民
地

の
活

用
に

つ
い

て
も

、
災

害
協

定
を

締
結

す
る

な
ど

の

方
法

に
よ

り
活

用
方

法
の

検
討

を
進

め
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

現
状

に
お

い
て

、
国

道
1

0
6

号
な

ど
で

朝
夕

に
一

時
的

な
滞

留
が

発
生

し
て

お
り

、
ピ

ー
ク

時
渋

滞
長

は

4
5

0
ｍ

に
も

な
り

ま
す

。
調

査
結

果
か

ら
は

渋
滞

原
因

と
し

て
右

折
車

が
原

因
と

は
言

え
ず

、
歩

行
者

と

の
干

渉
、
 復

興
関

連
工

事
に

よ
る

大
型

車
の

混
在

、
交

差
点

形
状

ほ
か

自
然

渋
滞

の
可

能
性

が
高

い
と

言

え
ま

す
。
こ

の
渋

滞
に

関
す

る
問

題
は

、
拠

点
整

備
と

は
別

の
課

題
と

し
て

捉
え

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

通
過

交
通

量
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

宮
古

市
周

辺
の

広
域

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
整

備
さ

れ
る

こ
と

に
よ

り
、
大

き
な

改
善

が
予

想
さ

れ
ま

す
。

参
　

考

６
．

ま
と

め

10
20

30
40

50
60

分

需
要
率

ピ
ー
ク
時
間

1
時
間
値

渋
滞

（（ 仮 ） 田 鎖田 鎖 ICIC

宮 古 中 央宮 古 中 央 ICIC
宮

古
南

IC

藤
原

藤
原

（
仮

）
宮

古
北

宮
古

北
ICIC

（ 仮 ） 根 市根 市 ICIC

宮
古

盛
岡

横
断

道
路

至
 盛

岡

至
 盛

岡

閉
伊

川

閉
伊

川

至
 釜

石

至
 釜

石

至
 釜

石

至
 久

慈

至
 久

慈

至
 久

慈 三 陸 沿 岸 道 路

市
役

所

宮
古

病
院

宮
古

病
院院

新
施

設
新

施
新

市道 北

部
環
状

線宮 古 中 央宮 古 中 央 ICIC
宮

古
南

IC

宮 古 港宮 古 港

《
将

来
幹

線
道

路
網

図
》

◆
将

来

◆
現

在

10
6

45

10
6

45

宮 宮宮

今
後

、
北

部
環

状
線

・
三

陸
沿

岸
道

路
・

宮
古

盛
岡

横
断

道
路

開
通

後
に

お
い

て
は

、
市

街
地

内
へ

の
通

過

交
通

等
が

減
少

す
る

な
ど

の
要

因
か

ら
、

国
道

1
0

6
号

の
マ

ク
ド

ナ
ル

ド
前

交
差

点
交

通
量

も
減

少
す

る
な

ど
、
市

街
地

内
交

通
の

円
滑

化
が

見
込

ま
れ

ま
す

。
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